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リ
ア
を
対
象
と
す
る「
地
域
型
」

と
地
域
を
越
え
た
つ
な
が
り
を

基
盤
と
す
る「
目
的
型
」
と
に
分

け
ら
れ
る
。「
地
域
型
」
は
市
町

村
な
ど
の
自
治
体
や
集
落
な
ど

で
、
防
災
、
防
犯
、
行
政
と
の
連

絡
調
整
な
ど
、
そ
の
役
割
は
重

要
。
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
欠
か
せ
な
い
。

　

「
目
的
型
」
は
市
民
の
行
動

や
活
動
な
ど
か
ら
生
ま
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
趣
味
の
サ
ー
ク

ル
な
ど
多
種
多
様
。
自
治
区
や

学
区
な
ど
よ
り
も
広
い
地
域
を

活
動
範
囲
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
近
年
は
、
飛
躍
的
に

広
が
る
ネ
ッ
ト
社
会
に
よ
っ
て
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

も
急
増
し
て
い
る
。

震
災
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

大
切
さ
を
再
認
識

　

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が

募
集
し
た
２
０
１
１
年「
今
年
の

漢
字
」
に「
絆
」
が
選
ば
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
多
く
の

人
が
家
族
や
地
域
の「
絆
」
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
震
災

ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

地
域
社
会
は
英
語
でLocal 

C
om

m
unity （

ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
）。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

最
初
に
理
論
的
に
研
究
し
た
米

国
の
社
会
学
者
マ
ッ
キ
ー
バ
ー

（R. M
. M

acIver  

１
８
８
２
︱

１
９
７
０
年
）
は「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
は
基
礎
的
な
共
同
生
活

の
範
囲
。
そ
の
基
礎
標
識
は
地

域
性
と
共
同
意
識
」
と
定
義
し

て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
一
定
の
エ

当初はごみ出しのルールが守られない、草刈り

などの行事に参加する人が少ない、一人暮らし

のお年寄りが心配など、悩みは尽きませんでし

た。そんな問題を一つ一つ解決していくために

班長会をつくりました。宿舎に届いた寄付金の

活用方法もアンケートを行って決めました。入居

者が共同で使う雪かきセットを購入したほか、一

部を「復興・感謝の会」の運営経費に充てました。

藤沢の皆さんの支援は私たちに前に進む勇気を

与えてくれました。ゆっくりでも、着実に前進して

いくことが恩返しにつながると思っています。

佐藤さき江さん
Sto Sakie

藤沢宿舎結いの会会長
56歳　宮城県気仙沼市出身

IN
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ERVIEW 1_気仙沼市本吉町で炊き出しを行う藤沢町女性組織連絡会議の

皆さん／ 2_ 藤沢町へ避難してきた人たちを歌で励ます藤沢コーラ

スの皆さん／ 3_一緒に米を育て、収穫した米を復興支援米として

被災者に配った徳田地区の皆さん／4_ 藤沢宿舎集会所で行われ

た「復興・感謝の会」。メッセージを述べる畠山博自治区長／ 5_懇
親会では熱々の豚汁、おにぎり、おでんなどを囲んで交流した／
6_壁一面に展示された感謝の思いや入居者の歩みをまとめた資料

や写真／ 7_徳田地区の皆さんが伝統芸能の「田植え踊り」を披露
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3.11の震災で当たり前の日常が奪われ、
多くの人が家族や地域の「絆」を再認識させられた。
今、日本中で人と人とのつながりが見つめ直されている。

助け合い、支え合う真のコミュニティーとは？
その正体に迫る。

コミュニティーの再生急げ

震災で急浮上
コミュニティーの再構築

P ower of Community1

藤
沢宿舎班長会は10月30日、地元住

民や支援ボランティアらを招いて

「復興・感謝の会」を開いた。畠山博藤沢

地域自治区長をはじめ行政、自治会、団
体、ボランティアグループなどの関係者

約40人を招き、物心両面の支援に対し、
感謝の思いを伝えた。
　会場の集会所には、支援者への感謝の

思いや入居者の歩みをまとめた資料や写

真が掲示され、被災者の代表と支援者の

代表が、互いに感謝の言葉やメッセージ

を交換した。
　班長会の佐藤さき江会長（気仙沼市）

「復興・感謝の会」開き支援者に感謝する
は「避難所は大変だった。少しでも穏や

かな生活をしたくて藤沢に身を寄せた。
藤沢の皆さんの想像以上の支援とやさし

さに胸がいっぱいになった。本当にあり

がとうございます」と涙ながらに感謝し、
「藤沢は第二の古里。このつながりを大切

にしながら復興の歩みを進めたい」と決

意を述べた。
　宿舎中庭で行われた懇親会には被災

者の家族も参加した。班長会は、豚汁や

おにぎりなど手作りの昼食200食を振る

舞った。参加者は食事を囲みながら、震
災で出会った縁や人と人との絆の大切さ

をかみしめていた。

３
.11から９カ月。藤沢宿舎に暮らす

人たちは12月８日、自治組織「藤沢

宿舎結いの会」を設立した。同会は、震
災後、さまざまな事情で古里を離れ、藤

藤沢宿舎に入居する被災者が

が
き
っ
か
け
で
結
婚
を
決
め
た

「
震
災
婚
」
も
登
場
す
る
な
ど
、

今
、
日
本
中
で「
絆
」
が
見
つ
め

直
さ
れ
て
い
る
。
地
域
や
集
落

に
古
く
か
ら
あ
る「
結
い
」や「
近

所
付
き
合
い
」
も
そ
の
代
表
例
。

支
え
合
い
、
助
け
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
に
動
き
出
し
た

地
域
や
集
落
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
藤
沢
地
域

で
は
、
雇
用
促
進
住
宅
藤
沢
宿

舎
に
入
居
し
た
被
災
者
た
ち
が

自
治
組
織「
藤
沢
宿
舎
結
い
の

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
同
宿
舎
に

は
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
一

関
市
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
、
南
三

陸
町
な
ど
で
被
災
し
た
53
世
帯
、

１
２
５
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
多

く
は
昨
年
４
、５
月
に
入
居
し

た
。
以
来
、
物
資
提
供
、
環
境
整

備
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
通
し
て

交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

入
居
す
る
被
災
者
は
７
月
に

自
治
組
織「
班
長
会
」
を
設
立
。

世
帯
状
況
を
把
握
し
て
ご
み
出

し
を
徹
底
し
た
り
、
路
上
駐
車

の
一
掃
を
図
っ
た
り
、
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
ま
た
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る

交
流
会
や
心
を
癒
や
す
催
し
な

ど
も
企
画
し
た
。

　

初
め
は
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
な
く
て
、
ぶ
つ

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
集

沢宿舎に移り住んだ人たちが、感謝の心

を忘れず、人と人とのつながりを大切に

しながら自立することを目指すコミュニ

ティーだ。藤沢から復興へ向け、リスター

トした。
　組織設立に向けて事務局として関わっ

た前田都佐子さん（気仙沼市）は「藤沢に

越してきた人の多くは、大切なものを失っ

たり、日常を奪われたりした人たち。震災

がなければ一緒に暮らすことはなかった。
それぞれ心に傷を負い、いろいろな思い

はあるが、支え合って、共に前に進んで

いこうという思いから『藤沢宿舎結いの

会』と命名した。今、こうして一歩踏み出

せたのは支えてくれた藤沢の皆さんのお

かげ。皆さんに恩返しするためにも、いい

コミュニティーをつくって必ず復興しま

す」と力を込めた。

ま
る
た
び
に
付
き
合
い
が
深
ま

り
、
話
し
合
う
た
び
に
つ
な
が
り

は
強
く
な
っ
た
。

　

12
月
８
日
、
臨
時
総
会
を
開

い
て
自
治
組
織
の
名
称
を「
藤

沢
宿
舎
結
い
の
会
」
に
改
称
。
異

な
る
自
治
体
か
ら
集
ま
っ
た
人

た
ち
は
、「
復
興
」
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
、
助
け
合
い
、
支
え

合
い
な
が
ら
リ
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

「
結
い
の
会
」
は
、
地
域
と
い

う
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
越

え
て
誕
生
し
た
仮
設
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
だ
。
だ
が
、「
復
興
」
と

い
う
共
通
の
目
的
を
掲
げ
、
み

ん
な
で
集
い
、
付
き
合
い
、
つ
な

が
っ
て
、「
絆
」
が
生
ま
れ
て
い

く
そ
の
姿
は
、
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
一
歩
も
引
け
を
と
ら

な
い
真
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
言

え
る
。
そ
こ
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の

は
少
な
く
な
い
。




